
 

 

 

 

 

 

 

チーム熊谷東＝学校・家庭・地域 
～学校づくりに欠かせない３者の役割～ 

熊谷市立熊谷東中学校長 伊藤 幸男 
 

ゴールデンウィークを過ぎ、熊谷東中学校での生活も本格的に始動しました。どの学年の生徒も、担任や周

囲の友人が入れ替わるなど環境の変化があったり、運動部などは最後の大会を控え体力面でも全力で取り組

んでいたりするため、全体的に少々疲れ気味な生徒が多い時期かもしれません。こんな時こそ、周りで声を出し

合ってお互いに励ましあっていこうと生徒には人権旬間の際に伝えましたが、保護者や地域の方々による生徒

の見守りも引き続きよろしくお願いいたします。 

さて、私は校長として、本校で３年間過ごした生徒たちの多くが、自分の母校は最高だった、日本一だったと誇

りをもって卒業してくれる学校づくりを進めたいと考えています。 

しかし、この願いは、校長をはじめとした教職員の努力だけで到底達成されるものではありません。学校、生徒、

保護者、地域が一体となって共通の思いをもってこそ実現できる学校像であると捉えています。 

先生方には、まず温かさと厳しさをもって、生徒に精一杯の愛情を日々注いでもらえるようお願いをしています。

声をかけながら生徒を迎える朝の時間、師弟同行で時場礼を意識した挨拶や丁寧な言葉遣いのある学級生活

や清掃活動、そして授業では教えるプロとして恥じない授業づくりに努めてもらいます。さらに放課後には、生徒

一人一人の目標達成を支援する部活動の充実にも協力してもらっています。  

一方、生徒には、在校する４５１名がひとりひとりの存在を認め合い、自分のことだけでなく他人のことも大切

に考えられる人間に成長してほしいと伝えています。そのためには、まずしっかりとした自分づくりに取り組み、自

主的な人間に成長していけるよう、中学校という「小社会」でたくさん練習をしていってほしいと思います。どの

生徒にも、将来、自分の人生を自分の足でしっかりと歩んでいける人間になってもらわなくては困ります。では、

自分の足で歩くとはどのようなことでしょうか。中学生である生徒を待ち受ける１０年後２０年後の時代には、きっ

と私たち大人世代が過ごしてきた過去の時代からは想像もできない社会が待ち受け

ていることでしょう。生産年齢人口の減少、グローバル化の進展やＡＩをはじめとした情

報通信機器の飛躍的な発達により、社会構造や雇用環境は大きく変化し、予測困難

な多様な価値観の中で生きていく時代になります。学校教育の指針である学習指導

要領にさえ「厳しい挑戦の時代」という言葉が用いられています。そのような将来を見

据えながら独立独歩で中学校の生活を過ごす体験は、必ずや大変有意義な体験となっていくものと確信します。 

そして、保護者の皆様に対しては、学校の教育活動や生徒の日々の様子に関心をもっていただくことをあらた

めてお願いいたします。しかし、保育園や幼稚園、そして小学校の頃のお子さんとすっかりそのままの接し方は遠

慮していただいたほうがよろしいと考えます。親という漢字は、「木の上に立って見る」と書きます。これは、中学生

のお子さんと親とのとるべき位置を教えているように感じます。子どもを叱ることも、許すことも、励ますことも、木

の上にたって見るような大らかな心でぜひ見守っていただければと思います。私自身も子の親として、それが本

当の親心というものなのだとあらためて自省している次第です。 

 梅雨の季節を迎えます。カッパを着用しての登下校の機会が増えますが、うっとうしい天候に負けず、爽やか

な気分で学校生活を過ごせるよう引き続き生徒たちを見守ってまいります。 

＜学校教育目標＞ 

      心豊かな生徒 

主体的に学び、考える生徒 

たくましく生きる生徒 

東雲 

熊谷東中学校だより 

第２号 

志高く 
令和 3 年５月 2６日発行 

＜目指す学校像＞ 
生徒が「日本一だ」と誇りをもって 

卒業することができる学校 



 

 

 

 

 

 

         ７月３日（土）に予定していた今年度最初の資源回収は、新型コロナウイルスの感染拡大を 

        防止する観点から中止といたします。ご協力をいただいている保護者、地域の皆様には、大変 

申し訳ないと思っております。しかしながら、引続き熊谷東中の生徒のために、本校の教育活 

動にご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒たちが郷土となる熊谷の風景を、良い天気の中、１日じっくり描く時間を設けることができました。絵の

出来栄えは様々ですが、生徒たちにとって貴重な時間でした。今年はどんな作品が出来上がるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

朝の１０分間を活用して、昨年度学習した国語、数学、英語の復習を全学年で実施しました。繰り返し復習し

ないと忘れてしまうことを実感したのではないでしょうか。前期中間テストに向けた対策を練ってください。 

 

 

 教師になるために日々奮闘している２人 

の実習生が、授業実践を重ねて力をつけてきています。実 

習終了までの間、熊谷東中のみんなで応援していきたいで 

すね。実習生ファイト！ 

 

 

 熊谷の暑さが本格化する前に、熊谷市消防本部の方を 

お迎えして、２年生対象にＡＥＤ講習会を実施しました。 

一人の大事な命を救う術を身につけることができました。 

今度はその術を活用する場面に遭遇した時に、行動に起 

こす勇気が必要です。強い気持ちも大事にしましょう。 

 

写生会を実施できました 

スキルゲットタイムで基礎学力の定着を図りました 

前期教育実習が続いています 

「『暑さ対策』地域へ発信！中学生サポーター事業」２年生 AED講習会を実施しました 

資源回収中止のおしらせ 


